誠光堂池田屋清吉の片影 ― 文書からみる明治期貸本屋の営業と生活 ― by 松永 瑠成
誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
の
片
影
│
文
書
か
ら
み
る
明
治
期
貸
本
屋
の
営
業
と
生
活
│
松
永
瑠
成
は
じ
め
に
一
昔
前
ま
で
高
価
な
本
や
家
の
蔵
書
に
適
さ
な
い
本
を
読
む
際
、
人
々
は
貸
本
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
そ
の
知
的
欲
求
を
満
た
し
、
ま
た
余
暇
を
慰
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
貸
本
を
生
業
と
す
る
貸
本
屋
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
々
の
生
活
に
密
着
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
特
に
貸
本
屋
の
誕
生
し
た
近
世
期
は
、
後
代
に
比
し
て
そ
の
度
合
い
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
近
世
期
貸
本
屋
に
つ
い
て
は
、
長
友
千
代
治
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
部
分
が
大
き
い(1)
。
長
友
氏
の
行
っ
た
貸
本
屋
の
蔵
書
や
出
版
活
動
に
着
目
し
た
研
究
は
、
次
第
に
ほ
か
の
事
例
も
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
進
捗
し
て
い
る
と
い
え
よ
う(2)
。
だ
が
、
そ
の
後
は
停
滞
し
て
い
る
分
野
も
あ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
貸
本
屋
の
営
業
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
貸
本
屋
の
日
々
の
営
業
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
、
資
料
の
残
存
状
況
か
ら
し
て
困
難
を
極
め
る
。
そ
れ
は
た
い
て
い
の
貸
本
屋
が
零
細
な
組
織
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
記
録
を
長
期
保
存
す
る
概
念
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
よ
っ
て
記
録
類
は
役
目
を
終
え
れ
ば
す
ぐ
に
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
各
家
に
伝
わ
る
「
古
文
書
」
と
い
う
形
で
は
残
り
難
く
、
貸
本
に
供
さ
れ
た
本
を
補
強
、
補
修
す
る
際
に
用
い
た
「
反
古
」
と
し
て
運
良
く
残
っ
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
近
世
期
の
み
な
ら
ず
、
明
治
期
に
お
い
て
も
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
反
古
と
し
て
残
っ
た
文
書
の
事
例
は
、
近
年
の
鈴
木
俊
幸
氏
の
報
告
を
中
心
に
少
し
ず
つ
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
さ
れ
始
め
て
お
り
、
当
該
分
野
も
停
滞
期
脱
出
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
い
る(3
)
。
今
回
取
り
上
げ
、
分
析
を
試
み
る
の
も
そ
う
し
た
反
古
の
一
つ
で
あ
る
。
架
蔵
す
る
元
岡
徹
太
郎
編
『
大
岡
政
談
村
井
長
庵
調
合
机
む
ら
ゐ
ち
や
う
あ
ん
て
う
が
う
づ
く
ゑ
』
初
│
六
編
（
明
治
一
四
│
一
六
年
刊
）
の
見
返
し
裏
に
は
、
貸
本
屋
の
文
書
と
思
わ
れ
る
紙
片
群
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
。
本
書
に
は
末
尾
に
掲
出
し
た
よ
う
な
五
顆
の
印
と
蔵
書
票
を
確
認
で
き
、
池
田
屋
清
吉
の
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ほ
か
の
旧
蔵
者
の
痕
跡
を
見
出
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
文
書
も
こ
の
池
田
屋
清
吉
の
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
な
お
、蔵
書
票
は
ど
れ
も
一
部
分
が
剥
が
さ
れ
、
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
一
つ
も
な
い
が
、
判
読
可
能
な
部
分
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
牛
込
区
／
誠
光
堂
／
七
日
限
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
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推
測
で
き
る
。
反
古
と
さ
れ
た
文
書
は
ど
れ
も
断
片
的
で
、
ま
と
ま
っ
た
情
報
を
我
々
に
示
し
て
は
く
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
散
ら
ば
っ
た
情
報
を
か
き
集
め
、
俯
瞰
し
て
こ
そ
見
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
に
違
い
な
い
。
以
下
、
切
れ
切
れ
で
ま
と
ま
り
の
な
い
文
書
の
記
述
か
ら
、
池
田
屋
清
吉
の
姿
を
垣
間
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。一
誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
池
田
屋
清
吉
、
通
称
「
池
清
」
は
堂
号
を
誠
光
堂
と
称
し
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
営
業
し
た
貸
本
屋
で
あ
る
。
在
り
し
日
の
池
清
を
偲
ぶ
坪
内
逍
遙
、
岡
野
知
十
ら
の
言
を
引
い
て
み
よ
う
。
池
清
は
、
代
々
池
田
屋
清
吉
と
名
宜
つ
て
、
慶
応
三
年
ま
で
は
、
牛
込
の
横
寺
町
で
営
業
を
し
て
ゐ
た
の
だ
さ
う
な
。（
中
略
）
其
頃
、
父
と
伜
と
小
僧
と
都
合
三
人
で
、
今
も
稀
に
見
る
如
く
、
例
の
山
伏
の
笈
の
や
う
な
長
方
形
の
風
呂
敷
を
背
負
つ
て
、
毎
日
各
区
を
経
巡
つ
て
、
貸
出
し
に
力
め
て
ゐ
た
。
池
清
の
営
業
区
域
は
、
神
田
は
連
雀
町
界
隈
ま
で
、
本
郷
は
赤
門
附
近
ま
で
、
次
は
麹
町
や
四
谷
と
い
ふ
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
主
人
に
聞
く
と
、
此
営
業
者
ら
の
未
曾
有
の
大
驚
慌
は
、
例
の
伏
見
、
鳥
羽
の
大
決
戦
当
時
の
打
撃
で
あ
つ
た
ら
し
い
。（
中
略
）
今
に
も
又
戦
争
が
鼻
の
先
で
突
発
し
さ
う
に
お
び
え
て
、
上
を
下
へ
の
大
乱
脈
。
あ
つ
ち
で
も
こ
つ
ち
で
も
、
主
と
し
て
静
岡
へ
迯
げ
る
、
立
退
く
と
い
ふ
の
で
、
家
財
も
家
や
し
き
も
、
何
も
か
も
捨
売
。
邸
を
主
な
顧
客
に
し
て
ゐ
た
貸
本
屋
の
営
業
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
上
つ
た
り
。
余
儀
な
く
牛
込
細
工
町
へ
転
宅
し
て
、
傍
ら
近
所
の
捨
売
の
空
地
を
買
つ
て
、
そ
れ
へ
野
菜
を
作
つ
た
り
な
ん
か
し
て
、
辛
う
じ
て
細
い
営
業
を
続
け
て
ゐ
た
の
は
其
頃
で
あ
つ
た
。
三
條
公
の
邸
内
へ
出
入
り
し
た
り
、
薩
州
藩
の
士
族
連
へ
貸
出
し
を
し
た
り
し
た
の
は
其
頃
で
あ
つ
た
。
こ
れ
が
江
戸
か
ら
東
京
へ
の
過
渡
時
代
の
営
業
模
様
で
、
他
の
同
業
の
景
況
も
似
た
り
寄
つ
た
り
の
も
の
で
あ
つ
た
さ
う
な
。
明
治
七
八
年
頃
か
ら
は
、
ま
た
段
々
持
直
し
て
来
た
。
そ
れ
は
ど
う
し
た
わ
け
か
と
い
ふ
に
、維
新
の
事
業
が
漸
く
緒
に
就
い
た
か
ら
で
あ
つ
た
。
（
中
略
）
池
清
の
如
き
も
、
顧
客
の
激
増
し
た
の
で
、
迚
も
在
来
の
部
数
だ
け
で
は
間
に
合
は
ず
、
最
も
需
要
の
多
か
つ
た
写
本
物
│
其
頃
は
所
謂
実
録
物
の
写
本
が
最
も
広
く
歓
ば
れ
た
│
の
複
製
を
作
る
た
め
に
、
写
字
生
を
五
人
ぐ
ら
ゐ
も
傭
つ
て
お
い
て
、
同
じ
書
を
七
八
部
通
り
も
謄
写
さ
せ
て
、
貸
出
し
た
さ
う
な
。（
中
略
）
複
製
写
本
の
用
紙
は
、
す
べ
て
所
謂
石
州
の
茶
半
紙
で
、
其
頃
は
一
し
め
壱
円
五
十
銭
、
一
帖
は
壱
銭
五
厘
で
あ
つ
た
か
ら
、
謄
写
本
十
冊
の
貸
料
を
二
も
ん
め
と
い
ふ
割
合
で
貸
す
と
、
其
利
潤
は
中
々
の
も
の
で
あ
つ
た
。
絵
の
入
つ
た
刊
行
本
は
、
其
時
分
、
五
冊
で
二
も
ん
め
で
あ
つ
た(4)
。
わ
た
し
が
ま
だ
本
所
に
ゐ
た
頃
だ
か
ら
左
様
、
明
治
七
八
年
頃
だ
つ
た
ら
う
、
本
所
の
上
総
屋
、
浅
草
の
大
川
屋
、
牛
込
の
池
田
屋
こ
れ
な
ん
か
が
先
づ
貸
本
屋
と
し
て
大
き
く
や
つ
て
ゐ
た
店
だ
ら
う
。
こ
の
他
に
も
ま
だ
沢
山
あ
つ
た
ら
う
が
ハ
ツ
キ
リ
覚
え
な
い
。
池
田
屋
は
池
清
（
池
田
屋
清
吉
）
と
い
つ
て
そ
の
頃
牛
込
の
納
戸
町
に
ゐ
た
。
紅
葉
（
尾
崎
）
が
同
じ
く
横
寺
町
に
ゐ
た
頃
だ
つ
た
の
で
、
そ
の
門
下
生
な
ど
は
大
概
こ
こ
の
御
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厄
介
に
な
つ
て
ゐ
た
。
死
ん
だ
夏
目
（
漱
石
）、
鳩
山
、
そ
れ
に
何
時
だ
つ
た
、
文
部
大
臣
を
し
た
高
田
早
苗
や
坪
内
逍
遙
達
も
、
こ
ゝ
の
貸
本
で
盛
ん
に
勉
強
し
た
も
の
ら
し
い
。
と
に
か
く
牛
込
界
隈
で
こ
の
店
を
知
ら
な
い
も
の
は
余
り
な
か
つ
た
。
（
中
略
）
こ
ゝ
の
お
や
ぢ
は
ケ
チ
ン
坊
な
男
だ
つ
た
が
、
地
面
や
家
作
な
ど
も
有
り
一
寸
し
た
小
銭
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
他
の
貸
本
屋
が
つ
ぶ
れ
て
か
ら
も
、
大
し
て
あ
く
せ
く
せ
ず
に
一
番
永
続
き
し
た
の
だ
つ
た
。
何
で
も
お
や
ぢ
が
死
ん
で
や
め
た
と
き
は
、
蔵
書
を
全
部
二
束
三
文
で
タ
ヽ
キ
売
つ
た
と
か
だ
つ
た(5)
。
こ
の
よ
う
に
、
維
新
の
動
乱
後
も
池
清
は
江
戸
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
姿
で
営
業
を
続
け
て
い
た
。
利
用
者
の
中
に
は
逍
遥
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く
の
文
士
が
お
り
、
池
清
の
蔵
書
が
彼
ら
の
文
学
的
素
養
の
基
盤
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
れ
は
こ
う
し
た
回
想
以
外
に
も
、『
早
稲
田
文
学
』
第
一
次
第
一
号
で
、「
共
同
文
庫
」
の
一
つ
と
し
て
東
京
図
書
館
や
帝
国
大
学
図
書
館
、
教
育
図
書
館
な
ど
と
肩
を
並
べ
、
池
清
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
も
窺
え
る(6)
。
し
か
し
、「
お
や
ぢ
が
死
ん
で
や
め
た
と
き
は
、
蔵
書
を
全
部
二
束
三
文
で
タ
ヽ
キ
売
つ
た
と
か
だ
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
現
在
そ
の
蔵
書
は
散
在
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
我
々
は
そ
の
恩
恵
に
与
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
回
想
類
以
外
で
は
、
池
清
自
身
が
発
行
し
た
摺
物
が
当
時
の
様
子
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。『
調
合
机
』
に
は
利
用
者
へ
の
注
意
書
き
や
、
池
清
が
出
版
へ
も
関
与
し
た
可
能
性
を
示
す
摺
物
な
ど
も
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
別
の
機
会
に
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
蔵
書
内
容
を
伝
え
る
も
の
の
み
取
り
上
げ
る
。
翻
訳
書
絵
本
曲
亭
馬
琴
之
作
其
外
諸
先
生
作
倭
軍
書
唐
軍
書
書
キ
本
軍
書
敵
討
随
筆
物
諸
家
騒
動
御
捌
物
国
々
名
所
滑
稽
物
近
世
戦
争
書
類
右
之
外
数
品
御
座
候
間
御
覧
之
程
奉
願
候
也
書
物
貸
本
所
東
京
牛
込
細
工
町
誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
こ
れ
は
『
調
合
机
』
四
編
中
巻
の
後
ろ
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る(7)
。
一
見
す
る
と
近
世
期
貸
本
屋
の
一
般
的
な
蔵
書
内
容
で
あ
る
が
、「
翻
訳
書
」
と
「
近
世
戦
争
書
類
」
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
明
治
期
貸
本
屋
の
蔵
書
と
し
て
の
特
色
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
圭
一
氏
蔵
の
為
永
春
水
作
『
黄
金
菊
』
二
編
上
巻
に
も
、
同
様
の
摺
物
を
確
認
で
き
た
。
世せ
界かい
軍ぐん
書しよ
翻ほん
訳やく
書しよ
絵ゑ
入いり
読よみ
本ほん
都
而
す
べ
て
貸かし
本ほん
類るい
品しな
々〳〵
沢たく
山さん
ニ
所しよ
持じ
仕
格かく
別べつ
値ね
段たん
下か
直
ち
よ
く
ニ
働
は
た
ら
き
願
上
候
間
御
一
覧らん
可
被
下
候
様
伏
而
ふ
し
て
奉
願
上
候
也
東
京
牛
込
細
工
町
拾
二
番
地
誠
光
堂
池
田
清
吉
所 本 貸 物 書
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先
ほ
ど
の
摺
物
を
簡
略
に
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
で
は
細
工
町
時
代
の
番
地
を
確
認
で
き
る
。
従
来
、
池
清
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
種
々
の
回
想
や
摺
物
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
文
書
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
そ
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
二
文
書
の
概
要
と
分
析
文
書
に
は
当
座
帳
と
出
入
帳
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
当
座
帳
は
六
葉
（
①
〜
⑥
）。
そ
の
う
ち
⑥
の
み
横
帳
の
表
裏
が
現
存
す
る
。
出
入
帳
は
一
七
葉
（
⑦
〜
㉓
）。
こ
ち
ら
に
は
表
裏
が
現
存
す
る
も
の
は
な
い
が
、
ツ
レ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
か
な
り
の
部
分
を
復
元
で
き
る
。
翻
字
に
際
し
て
は
判
読
で
き
な
い
部
分
を
「
□
」
と
し
、
そ
の
う
ち
文
字
を
推
定
し
得
る
場
合
は
ル
ビ
で
示
し
た
。
（
一
）
当
座
帳
の
概
要
ま
ず
は
当
座
帳
の
六
葉
で
あ
る
。
〈
①
〉
・
鎌
倉
□
樹
五
○合
同
・
明
治
太
平
楽
府
二
○合
同
・
七
編
人
三
篇
五
迄
○合
赤
城
佐
川
・
初
か
す
み
和
印
三
○合
佐
□
様
・
神
明
角
力
五
○合
同
・
絵
本
佐
野
三
篇
一
五
○合
赤
城
下
三
好
様
・
同
四
編
一
五
○合
同
・
大
伴
金
道
初
篇
一
五
○合
同
・
後
風
土
記
十
○合
小
泉
屋
様
・
淀
殿
実
記
書
十
五
○合
玉
子
屋
様
・
伊
達
騒
動
記
十
○合
同
・
家
職
要
道
七
ゟ
十
○合
板
倉
様
・
田
舎
源
氏
□
□
□
□
○合
津
久
戸
松
本
様
〈
②
〉
・
□
□
□
□
初
一
四
迄
○合
越
□後
屋
様
・
玉
の
盃
和
印
二
○合
同
・
□新
編
水
滸
伝
初
篇
一
十
○合
同
・
□同
二
篇
一
十
○合
同
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①
②
・
□
□
袋
□
篇
ゟ
五
迄
○合
酒
屋
様
・
絵
本
か
ん
そ
軍
談
初
篇
一
十
○合
三
十
人
丁
若
田
様
・
三
国
一
夜
物
語
五
○合
中
野
様
・
八
犬
伝
三
篇
一
五
○合
伊
下
多
様
・
延
命
院
書
十
六
○合
伊
勢
六
様
・
源
平
盛
衰
記
四
篇
十
一
ノ
三
十
○合
五
軒
丁
村
山
様
・
後
太
平
記
十
○合
四
ツ
谷
鈴
木
様
□〆
六
拾
四
匁
弐
分
十
六
日
①
と
②
に
は
「
書
名
の
略
称
」、「
編
数
」、「
冊
数
」、「
地
域
」、「
顧
客
の
名
」
が
記
載
さ
れ
る
。「
淀
殿
実
記
」（
①
）
や
「
延
命
院
」（
②
）
に
「
書
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
書
本
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
②
に
は
見
料
の
総
計
も
確
認
で
き
る
。〈③
〉
□・
□椿
□説
□弓
張
月
□
□
五
○合
黒
崎
様
・
平
家
物
語
二
篇
一
六
○合
仲
丁
五
匁
□
分
高
橋
様
・
糸
桜
春
一
五
○合
弐
匁
弐
分
羽
田
様
・
□
□
利
生
□
四
○合
壱
匁
八
分
同
・
八
丈
奇
談
□
六
○合
三
匁
粕
川
様
・
青
□
石
力
□
五
○合
弐
匁
弐
分
同
・
し
□
□
□
ひ
め
○合
□
七
三
匁
□
分
同
・
嶋
田
一
郎
三
篇
五
迄
○合
弐
匁
七
分
万
長
□様
・
金
□
□
五
○合
六
分
丁
子
屋
□様
・
鹿
児
嶋
□
□
六
篇
二
○合
弐
匁
五
分
伊
川
□様
・
□
子
□
□
□
八
□
□
○合
弐
匁
弐
分
完
戸
様
・
さ
か
□
□
□
□
○合
壱
匁
八
分
金
物
屋
様
・
□
□
一
代
記
○合
弐
匁
五
分
□
□
□
〈
④
〉
・
秋
七
種
六
○合
壱
匁
八
分
同
・
婦
女
八
賢
志
四
篇
一
六
○合
手
遊
屋
壱
匁
八
分
三
河
屋
様
・
皿
皿
郷
談
五
○合
壱
匁
弐
分
同
・
慶
安
太
平
記
十
九
○合
三
匁
内
野
様
・
金
瓶
梅
四
篇
十
一
廿
○合
壱
匁
五
分
田
澤
様
・
於
三
茂
平
六
○合
壱
匁
八
分
太
田
様
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③
④
・
岩
城
実
記
書
十
五
○合
壱
匁
八
分
奥
住
様
・
老
婆
茶
話
書
十
五
○合
弐
匁
五
分
浅
井
様
・
世
事
百
談
四
○合
弐
匁
弐
分
同
・
大
当
り
三
○合
壱
匁
同
・
今
□
□
□
□
□
□
匁
弐
分
同
〈
⑤
〉
・
□
□
□
□
□
篇
一
□
○合
武
蔵
屋
様
・
田
□舎
源
氏
□
五
篇
廿
八
篇
○合
弐
匁
□
分
松
本
様
・
後
□
□
談
□
□
五
○合
壱
匁
弐
分
永
田
様
・
後
風
土
記
十
一
二
十
○合
壱
匁
□
分
小
泉
屋
様
・
重
修
太
閤
記
七
篇
六
十
○合
三
匁
岩
本
様
・
太
閤
記
二
篇
廿
一
三
十
○合
弐
匁
山
中
様
・
絵
本
佐
野
五
篇
一
六
○合
三
匁
三
好
様
・
南
朝
外
史
武
二
篇
五
○合
弐
匁
弐
分
斎
藤
様
・
同
三
篇
五
○合
弐
匁
弐
分
同
・
菊
の
井
紙
初
篇
二
篇
六
○合
壱
匁
五
分
伊
勢
若
様
・
絵
本
朝
せ
ん
十
六
二
十
○合
弐
匁
□
分
山
城
屋
様
・
□
□
実
記
□
□
○合
末
寺
丁
弐
匁
□
分
東
儀
様
・
梅
花
後
栄
記
五
○合
若
宮
丁
壱
匁
高
野
様
〆
五
拾
□
□
匁
四
分
□
匁
弐
分
十
八
日
③
か
ら
⑤
も
記
載
さ
れ
た
項
目
は
①
、
②
と
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
さ
ら
に
貸
本
ご
と
の
見
料
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
⑤
で
は
①
で
確
認
し
た
「
松
本
」、「
小
泉
屋
」、「
三
好
」
ら
が
同
じ
作
品
の
続
編
を
借
り
て
お
り
、
両
者
の
前
後
関
係
が
窺
え
る
。
〈
⑥
右
〉
□
日秋
雨
夜
話
初
篇
大
谷
□
日北
魏
南
梁
廿
一
ノ
三
同
人
□
日鎌
倉
見
聞
志
二
ノ
廿
一
│
卅
中
元
朝
鮮
初
篇
ノ
十
同
人
－ 24 －
⑤
⑥
□
日国
性
爺
二
ノ
□
十
大
定
□
日□
太
平
記
弐
ノ
三
ノ
橋
本
〈
⑥
左
〉楠公
記
二
ノ
五
吉
川
□
日室
の
八
島
書
七
菊
地
□
日楠
正
行
三
ノ
五
同
人
□
日豪
傑
五
同
人
□
日廓
の
花
笠
初
篇
同
人
□
日雪
の
梅
初
篇
同
人
⑥
は
前
述
し
た
よ
う
に
横
帳
の
表
裏
が
現
存
し
て
い
る
が
、
様
式
が
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
若
干
異
な
る
。
記
載
さ
れ
た
項
目
は
①
、
②
と
同
様
で
あ
る
。
（
二
）
当
座
帳
の
分
析
ま
ず
記
載
さ
れ
た
情
報
を
整
理
し
、
略
称
か
ら
作
品
の
特
定
を
試
み
た
も
の
を
表
1
、
2
と
し
て
ま
と
め
た
。
こ
の
表
か
ら
読
本
、
滑
稽
本
、
人
情
本
、
艶
本
、
実
録
、
随
筆
と
い
っ
た
貸
本
屋
の
一
般
的
な
蔵
書
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
先
ほ
ど
の
摺
物
の
内
容
と
も
概
ね
合
致
す
る
。
当
座
帳
の
作
成
時
期
は
不
明
だ
が
、
榊
原
英
吉
編
『
明
治
太
平
楽
府
』
が
あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
①
と
⑤
は
明
治
一
三
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
様
式
の
異
な
る
⑥
を
除
い
た
ほ
か
の
当
座
帳
も
、
お
そ
ら
く
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
特
定
で
き
た
作
品
の
う
ち
、『
神
明
角
力
』、『
老
婆
茶
話
』、『
梅
花
後
栄
記
』
は
、
朝
倉
無
声
著
『
日
本
小
説
年
表
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
六
年
）
及
び
同
書
を
改
訂
増
補
し
た
諸
書
に
収
め
ら
れ
た
「
写
本
軍
記
実
録
目
録
」
で
し
か
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
目
録
は
、
池
清
を
含
む
東
京
市
中
の
二
つ
の
貸
本
屋
が
所
持
し
て
い
た
本
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
不
完
全
な
が
ら
も
蔵
書
目
録
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る(8)
。
つ
ま
り
、
当
座
帳
と
目
録
の
双
方
に
書
名
を
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
池
清
の
蔵
書
で
あ
り
、
か
つ
朝
倉
無
声
の
指
す
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
地
域
に
は
「
赤
城
」、「
赤
城
下
」、「
津
久
戸
」、「
三
十
人
丁
」、「
五
軒
丁
」、
「
仲
丁
」、「
四
ツ
谷
」、「
末
寺
丁
」、「
若
宮
丁
」
と
い
っ
た
池
清
の
居
住
し
て
い
た
細
工
町
の
周
辺
が
多
く
、
営
業
区
域
と
し
て
は
妥
当
と
い
え
る
。
見
料
は
冊
数
や
貸
し
出
さ
れ
た
期
間
で
変
わ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
規
定
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
逍
遥
は
「
絵
の
入
つ
た
刊
行
本
は
、
其
時
分
、
五
冊
で
二
も
ん
め
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て
い
た
が
、
絵
入
り
本
の
中
で
も
、
人
情
本
や
合
巻
の
見
料
は
「
壱
匁
五
分
」（『
菊
廼
井
草
紙
』、
『
新
編
金
瓶
梅
』）、「
壱
匁
八
分
」（『
貞
操
婦
女
八
賢
誌
』、『
花
名
所
懐
中
暦
』）、
読
本
は
「
壱
匁
弐
分
」（『
皿
皿
郷
談
』）、「
弐
匁
弐
分
」（『
糸
桜
春
蝶
奇
縁
』、
『
南
朝
外
史
武
勇
伝
』）、「
三
匁
」（『
絵
本
佐
野
報
義
録
』）
と
な
っ
て
い
る
。
ほ
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4□□利生
羽田2匁 2分5読本曲亭馬琴作『糸桜春蝶奇縁』(文化 9)
読本静斎寿山作『鎌倉大樹家譜』(嘉永 3)鎌倉□樹
顧客見料地域冊数巻編分類作品(刊年)略称
青□石力
粕川3匁6読本曲亭馬琴作『美濃旧衣八丈綺談』(文化 11)八丈奇談
同1匁 8分
七編人
同2狂詩榊原英吉編『明治太平楽府』(明治 13)明治太平楽府
同5
同3匁□分7し□□□ひめ
同2匁 2分5
3艶本女好庵主人作『波都賀寿美』(天保 8)初かすみ
佐川赤城3～5滑稽本梅亭金鵞作『七偏人』3～5編(安政 4～文久 3)
金□□
万長2匁 7分3～5合巻岡本起泉作『嶋田一郎梅雨日記』3～5編(明治 12)嶋田一郎
読本知足館松旭作『絵本佐野報義録』3編(文久 2)絵本佐野
同5実録『神明角力』神明角力
佐□
□子□□□
伊川2匁 5分26実録和田定節編『参考鹿児島新誌』6輯(明治 12)鹿児嶋□□
丁子屋6分5
同51～54読本同 4編(文久 3)同
三好赤城下51～53
さか□□□
完戸2匁 2分8
史書『三河後風土記』後風土記
同51～5初読本山田意斎作『大伴金道忠孝図会』前編(嘉永 2)大伴金道
①
□□□2匁 5分□□一代記
金物屋1匁 8分
伊達騒動記
玉子屋15淀殿実記
小泉屋10
②
7～10経済正司考祺作『家職要道』(明治 8)家職要道
同10実録『伊達騒動記』
③
□□□□
松本津久戸合巻柳亭種彦作『偐紫田舎源氏』(文政 12～天保 13)田舎源氏
板倉
同2艶本色亭乱馬作『玉の盃』(文政 10～11)玉の盃
越(後)屋41～4初
1～102読本高井蘭山訳『新編水滸画伝』2編(文政 11)同
同101～10初読本曲亭馬琴訳『新編水滸画伝』初編(文化 4)(新)編水滸伝
絵本かんそ軍談
酒屋□～5□□袋
同10
5読本曲亭馬琴作『三国一夜物語』(文化 3)三国一夜物語
若田101～10初読本阿部礫斎作『絵本漢楚軍談』初編(天保 14)
実録『延命院実記』か延命院
伊下多51～53読本曲亭馬琴作『南総里見八犬伝』3輯(文政 2)八犬伝
中野
村山五軒丁2011～304源平盛衰記
伊勢六16
読本曲亭馬琴作『椿説弓張月』拾遺(文化 7)(椿説弓)張月
鈴木四ツ谷10後太平記
糸桜春
高橋5匁□分仲丁61～62読本高井蘭山作『平家物語図会』後編（嘉永 2）か平家物語
黒崎5
表1
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10初読本鶴峰彦一郎校『絵本朝鮮征伐記』前編(嘉永 6)朝鮮
中元1021～302
秋七種
顧客見料地域冊数巻編分類作品(刊年)略称
□太平記
大定2国性爺
同
曲亭馬琴作『皿皿郷談』(文化 10)皿皿郷談
三河屋1匁 8分61～64人情本二世為永春水作『貞操婦女八賢誌』4輯(弘化 2)婦女八賢志
同1匁 8分6
吉川52読本山田案山子作『絵本楠公記』2編(享和元)楠公記
⑥
左
橋本
3匁19実録『慶安太平記』慶安太平記
同1匁 2分5読本
53楠正行
菊地7読本中聖人晦所作『画本室之八島』(文政 6)室の八島
人情本為永春水作『花名所懐中暦』(天保 7～9)於三茂平
田澤1匁 5分11～204合巻曲亭馬琴作『新編金瓶梅』4輯(天保 7)金瓶梅
内野
松亭金水作『両個女児郭花笠』初編(天保 7)廓の花笠
同5豪傑
同
奥住1匁 8分15実録『岩城実記』岩城実記
太田1匁 8分6
初人情本為永春雅作『春色雪の梅』初編(天保 9)雪の梅
同初人情本
4随筆山崎美成著『世事百談』(天保 14)世事百談
浅井2匁 5分15実録『老婆茶話』老婆茶話
④
同
今□□□
同1匁3滑稽本岡山鳥作『楊弓一面大当利』（文政 7）大当り
同2匁 2分
□□□□
⑤
同□匁 2分
後□□談
松本2匁□分(津久戸)□～28合巻柳亭種彦作『偐紫田舎源氏』(文政 12～天保 13)田(舎)源氏
武蔵屋
小泉屋1匁□分1011～20史書『三河後風土記』後風土記
永田1匁 2分5
1021～302太閤記
岩本3匁56～107実録『重修太閤記』重修太閤記
梅亭金鵞編『南朝外史武勇伝』2輯(安政 6)南朝外史武
三好3匁61～65読本知足館松旭作『絵本佐野報義録』5編(慶応 3)絵本佐野
山中2匁
2匁 2分53読本同 3輯(安政 5序)同
斎藤2匁 2分52読本
読本鶴峰彦一郎校『絵本朝鮮征伐記』後編(安政元)絵本朝せん
伊勢若1匁 5分6初～2人情本為永春水作『菊廼井草紙』(文政 7～8)菊の井紙
同
東儀2匁□分末寺丁□□実記
山城屋2匁□分516～20
初人情本まるのやかく子作『秋雨夜話』初編(天保 2)秋雨夜話
⑥
右
高野1匁若宮丁5実録『梅花後栄記』梅花後栄記
鎌倉見聞志
同321～23読本長崎一鶚撰『通俗北魏南梁軍談』(宝永 2)北魏南梁
大谷
表2
か
の
読
本
に
比
べ
て
安
い
『
皿
皿
郷
談
』
と
い
う
例
外
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
異
な
る
見
料
が
設
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
合
巻
は
見
料
の
示
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
判
断
し
か
ね
る
が
、
人
情
本
は
六
冊
で
一
匁
八
分
前
後
、
読
本
は
五
冊
で
二
匁
二
分
前
後
と
な
ろ
う
。
対
し
て
実
録
類
は
作
品
に
よ
っ
て
見
料
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
一
概
に
括
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
壱
匁
」（『
梅
花
後
栄
記
』）
や
「
壱
匁
八
分
」（『
岩
城
実
記
』）
の
よ
う
に
人
情
本
な
ど
と
同
程
度
か
、
そ
れ
以
下
の
見
料
で
借
り
ら
れ
る
も
の
か
ら
、「
三
匁
」（『
慶
安
太
平
記
』）
の
よ
う
に
倍
近
く
す
る
も
の
ま
で
あ
る
。
一
編
あ
た
り
の
巻
数
が
あ
る
程
度
定
ま
っ
て
い
た
戯
作
類
に
比
べ
、
実
録
は
作
品
に
よ
っ
て
冊
数
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
た
め
、
画
一
的
な
見
料
を
設
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
貸
し
出
さ
れ
た
期
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
末
尾
に
掲
出
し
た
蔵
書
票
に
は
「
七
日
限
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
期
間
は
一
律
で
七
日
間
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。最
後
に
筆
跡
に
注
目
し
て
①
か
ら
⑥
を
眺
め
て
み
る
と
、
複
数
の
人
物
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
示
せ
ば
、
Ａ
（
①
、
②
、
③
の
「
嶋
田
一
郎
」
以
降
、
④
）、
Ｂ
（
③
の
「
し
□
□
□
ひ
め
」
ま
で
、
⑤
）、
Ｃ
（
⑥
）
の
三
人
で
あ
る
。
こ
の
三
人
が
逍
遥
の
い
う
「
父
と
伜
と
小
僧
」
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
が
、
現
段
階
で
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
一
の
当
座
帳
を
用
い
な
が
ら
、
同
じ
営
業
区
域
を
一
人
で
は
な
く
複
数
人
で
廻
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
（
三
）
出
入
帳
の
概
要
次
は
出
入
帳
で
あ
る
。
〈
⑦
〉・四
銭
お
か
し
・
三
銭
小
遣
い
〆
弐
拾
壱
銭
〆
七
百
弐
拾
四
銭
九
厘
此
金
七
円
ト
弐
拾
四
銭
九
厘
中
八
月
一
日
・
五
銭
謙
次
郎
病
気
ニ
付
薬
買
入
・
五
厘
子
供
あ
め
取
・
五
銭
丸
薬
代
〈
⑧
〉・七
銭
酒
・
三
銭
五
厘
参
詣
・
三
銭
子
供
小
遣
い
・
壱
銭
わ
さ
び
・
弐
銭
と
ふ
な
す
〆
弐
拾
弐
銭
二
日
・
弐
銭
さ
か
な
・
壱
銭
五
厘
き
ん
さ
ん
じ
・
四
銭
□
せ
・
四
銭
五
厘
髪
結
代
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⑧ ⑦
〈
⑨
〉・三
銭
酒
壱
合
・
弐
銭
七
厘
は
な
を
・
三
銭
小
遣
い
〆
拾
銭
七
厘
三
日
・
壱
銭
三
厘
花
代
・
四
銭
五
厘
小
遣
い
・
三
銭
お
か
し
・
三
銭
に
豆
・
三
銭
小
遣
い
〈
⑩
〉・四
銭
五
厘
な
す
と
ふ
な
す
〆
拾
九
銭
三
厘
四
日
・
壱
銭
西
之
内
・
壱
銭
三
厘
ゆ
せ
ん
・
壱
銭
瓜
五
ね
き
・
弐
銭
に
豆
・
八
厘
な
す
・
弐
銭
味
噌
・
壱
銭
六
厘
と
ふ
ふ
・
四
銭
小
遣
い
〈
⑪
〉八日
・
四
銭
五
厘
髪
結
代
・
弐
銭
六
厘
湯
せ
ん
・
壱
銭
三
厘
同
・
三
銭
に
豆
・
五
銭
桶
屋
払
・
五
銭
人
力
車
・
弐
拾
銭
小
遣
い
〆
拾
壱
銭
〈
⑫
〉
四
厘
九
日
・
弐
銭
五
厘
髪
結
代
・
壱
銭
五
厘
た
く
わ
ん
・
弐
銭
つ
ま
み
な
・
弐
銭
五
厘
小
遣
い
・
六
銭
五
厘
小
豆
・
拾
四
銭
い
け
ん
豆
・
三
銭
さ
か
な
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⑩ ⑨
⑫ ⑪
・
三
銭
小
遣
い
〆
三
拾
四
銭
十
日
〈
⑬
〉・弐
銭
五
厘
下
駄
は
入
・
弐
銭
し
お
・
三
銭
に
豆
・
三
銭
小
遣
い
〆
拾
六
銭
三
厘
十
三
日
・
壱
銭
二
厘
と
ふ
か
ら
し
・
三
銭
酒
壱
合
・
三
銭
き
ん
さ
ん
じ
〈
⑭
〉・壱
銭
て
か
味
噌
・
三
銭
小
遣
い
〆
拾
壱
銭
弐
厘
十
四
日
・
三
銭
酒
壱
合
・
壱
銭
わ
ら
び
粉
・
弐
銭
買
も
の
・
五
銭
さ
か
な
・
四
銭
小
遣
い
・
弐
銭
に
豆
〆
拾
七
銭
〈
⑮
〉十五
日
・
八
厘
御
花
・
五
厘
榊
・
壱
銭
弐
厘
御
供
二
組
・
三
銭
八
厘
子
供
お
も
ち
や
・
六
銭
酒
弐
合
・
壱
銭
六
厘
へ
き
・
壱
銭
五
厘
せ
ん
ま
へ
・
弐
銭
五
厘
な
す
・
三
銭
そ
ば
・
四
銭
五
厘
髪
結
代
・
弐
銭
同
子
共
・
三
銭
小
遣
い
〈
⑯
〉廿日
・
三
銭
ね
い
も
・
壱
銭
な
す
・
弐
銭
同
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⑭ ⑬
⑯ ⑮
・
六
銭
と
ふ
な
す
・
三
銭
に
豆
・
壱
銭
五
厘
こ
ん
ぶ
・
壱
銭
六
厘
へ
き
・
三
銭
小
遣
い
・
五
銭
子
供
下
駄
〆
弐
拾
五
銭
六
厘
廿
一
日
〈
⑰
〉・弐
銭
五
厘
に
豆
・
三
銭
小
遣
い
〆
弐
拾
壱
銭
廿
三
日
・
三
銭
麻
裏
直
シ
代
・
三
銭
茶
か
し
・
弐
銭
五
厘
成
田
山
参
詣
・
弐
銭
六
厘
そ
ば
・
三
銭
小
遣
い
・
壱
銭
な
す
〆
拾
五
銭
壱
厘
〈
⑱
〉廿四
日
・
壱
銭
な
す
・
壱
銭
五
厘
し
お
・
弐
銭
に
豆
・
五
銭
茶
か
し
・
弐
銭
壱
厘
湯
せ
ん
・
三
銭
小
遣
い
〆
拾
五
銭
壱
厘
廿
五
日
〈
⑲
〉・壱
銭
六
厘
と
ふ
ふ
・
五
銭
そ
ば
・
弐
銭
髪
結
代
・
五
厘
御
花
・
三
銭
五
厘
に
豆
・
壱
銭
五
厘
た
く
わ
ん
・
弐
銭
な
す
・
三
銭
小
遣
い
・
八
銭
小
遣
い
〆
廿
八
銭
〈
⑳
〉〆三
拾
三
銭
三
厘
廿
七
日
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⑱ ⑰
⑳ ⑲
・
拾
弐
銭
さ
か
な
・
三
銭
堀
之
内
参
詣
・
拾
銭
小
遣
い
〆
弐
拾
五
銭
廿
八
日
・
弐
銭
お
か
し
・
壱
銭
も
ち
・
壱
銭
三
厘
火
打
石
・
弐
銭
味
噌
〈
㉑
〉・三
銭
酒
壱
合
・
弐
銭
に
豆
・
弐
銭
大
□
野
参
詣
・
拾
銭
下
駄
な
ほ
し
・
三
銭
小
遣
い
廿
六
銭
三
厘
廿
九
日
・
弐
銭
な
す
・
弐
銭
七
厘
い
わ
し
・
壱
銭
す
〈
㉒
〉・弐
銭
四
厘
と
ふ
ふ
・
壱
銭
三
厘
湯
せ
ん
・
三
銭
小
遣
い
〆
拾
弐
銭
四
厘
三
十
日
・
八
銭
六
厘
そ
ば
・
壱
銭
五
厘
な
す
・
四
銭
小
遣
い
・
壱
銭
な
す
・
四
銭
さ
か
な
・
弐
銭
味
噌
〈
㉓
〉・壱
銭
白
瓜
・
壱
銭
五
厘
に
豆
〆
廿
三
銭
壱
厘
三
十
一
日
・
壱
銭
し
ろ
瓜
・
五
厘
□
□
・
三
銭
酒
壱
合
・
壱
銭
い
ん
け
ん
・
三
銭
に
豆
・
弐
銭
五
厘
髪
結
代
・
三
銭
仕
度
代
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㉒ ㉑
㉓
一
七
葉
の
う
ち
、
⑦
か
ら
⑩
、
⑪
と
⑫
、
⑬
か
ら
⑮
、
⑰
か
ら
⑲
、
⑳
か
ら
㉓
は
そ
れ
ぞ
れ
一
続
き
の
も
の
で
あ
る
。
日
付
を
も
と
に
整
理
す
れ
ば
、
出
入
帳
に
は
八
月
五
日
か
ら
七
日
、
一
〇
日
か
ら
一
二
日
、
一
六
日
か
ら
一
九
日
、
二
一
日
、
二
二
日
、
二
六
日
を
除
い
た
八
月
一
日
か
ら
三
一
日
ま
で
の
記
録
を
確
認
で
き
る
。
料
紙
の
裏
に
は
点
印
と
発
句
ら
し
き
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
句
帳
と
し
て
使
用
し
て
い
た
紙
を
再
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
四
）
出
入
帳
の
分
析
貸
本
の
見
料
に
は
旧
通
貨
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
新
通
貨
が
主
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
明
治
四
年
の
新
貨
条
例
以
降
の
出
入
帳
と
考
え
ら
れ
る
が
、
八
月
一
五
日
（
⑫
）
に
は
盆
で
供
え
る
た
め
か
「
御
花
」
と
「
榊
」
を
購
入
し
て
い
る
。
新
暦
で
盆
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
さ
ら
に
下
っ
た
明
治
五
年
の
改
暦
後
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
合
計
の
合
わ
な
い
日
も
あ
る
が
、
一
日
の
支
出
は
平
均
す
れ
ば
お
お
よ
そ
二
〇
銭
。
池
清
の
一
日
の
収
入
を
「
六
拾
四
匁
弐
分
」（
②
）
前
後
と
す
れ
ば
、
多
く
も
少
な
く
も
な
く
相
応
な
金
額
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
品
目
は
蕎
麦
、
煮
豆
、
豆
腐
、
魚
、
茄
子
、
白
瓜
、
金
山
寺
味
噌
と
い
っ
た
食
品
が
多
数
を
占
め
、
酒
な
ど
の
嗜
好
品
は
僅
か
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
は
髪
結
い
や
銭
湯
の
利
用
、
鼻
緒
や
火
打
ち
石
な
ど
日
用
品
の
購
入
、
寺
社
へ
の
参
詣
に
よ
る
支
出
が
あ
る
。
こ
う
し
た
慎
ま
し
い
生
活
の
中
で
も
度
々
「
小
遣
い
」
が
子
供
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
微
笑
ま
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
想
像
さ
せ
る
。
出
入
帳
を
み
る
限
り
、
決
し
て
裕
福
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
お
わ
り
に
当
座
帳
か
ら
池
清
の
蔵
書
や
顧
客
、
牛
込
区
界
隈
の
営
業
区
域
を
い
く
ら
か
確
認
で
き
、
ま
た
出
入
帳
か
ら
は
当
時
の
生
活
の
様
子
を
曲
が
り
な
り
に
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
旧
来
の
貸
本
屋
が
廃
業
や
転
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
明
治
期
に
お
い
て
も
、
池
清
が
長
ら
く
昔
な
が
ら
の
営
業
を
続
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、
変
わ
る
こ
と
な
く
近
世
期
の
作
品
を
愛
読
す
る
人
々
の
存
在
と
、
池
清
自
身
の
慎
ま
し
い
生
活
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
文
書
は
、
ど
ち
ら
も
も
は
や
原
形
を
と
ど
め
て
お
ら
ず
、
片
々
た
る
紙
切
れ
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
非
常
に
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
垣
間
見
え
た
も
の
は
池
清
の
片
影
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
同
様
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
池
清
の
旧
蔵
書
に
は
、
今
回
と
同
様
に
文
書
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
事
例
が
ま
だ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
池
清
本
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
今
一
度
見
返
し
の
裏
や
裏
打
ち
に
使
用
さ
れ
て
い
る
料
紙
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
埋
も
れ
た
文
書
の
発
掘
、
そ
し
て
報
告
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
蔵
書
が
散
在
し
て
し
ま
っ
て
い
る
今
、
協
力
な
く
し
て
前
進
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
【
註
】
(1
)長
友
千
代
治
著
『
近
世
貸
本
屋
の
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
二
年
）、
同
『
近
世
の
読
書
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
）
に
収
め
ら
れ
た
諸
研
究
で
、
そ
の
業
態
や
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仕
組
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
(2
)貸
本
屋
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
柴
田
光
彦
著
『
大
惣
蔵
書
目
録
と
研
究
│
貸
本
屋
大
野
屋
惣
兵
衛
旧
蔵
書
目
│
本
文
篇
』（
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
）
や
鈴
木
俊
幸
「
信
州
諏
訪
升
屋
文
五
郎
の
貸
本
書
目
」（『
江
戸
文
学
』
三
九
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
）、
出
版
に
つ
い
て
は
高
木
元
「
江
戸
読
本
の
形
成
│
貸
本
屋
の
出
板
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
文
学
』
五
六
巻
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
九
月
）、
二
又
淳
「
貸
本
屋
伊
勢
屋
忠
右
衛
門
の
出
板
活
動
」（『
読
本
研
究
新
集
』
三
集
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
な
ど
が
あ
る
。
(3
)鈴
木
俊
幸
「
貸
本
屋
の
営
業
文
書
」（『
紀
要
文
学
科
』
九
三
号
、
中
央
大
学
文
学
部
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）、
同
「
幕
末
期
娯
楽
的
読
書
の
一
相
│
貸
本
屋
沼
田
屋
徳
兵
衛
の
営
業
文
書
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
三
巻
五
号
、
至
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）、
同
「
普
通
の
人
々
の
普
通
の
読
書
│
貸
本
屋
の
営
業
文
書
片
々
」（『
書
物
学
』
八
巻
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
な
ど
。
(4
)坪
内
逍
遙
「
維
新
後
の
東
京
の
貸
本
屋
」（『
少
年
時
に
観
た
歌
舞
伎
の
追
憶
』
日
本
演
芸
合
資
会
社
出
版
部
、
一
九
二
〇
年
）
所
収
。
(5
)岡
野
知
十
翁
談
「
紙
魚
の
跡
貸
本
屋
の
巻
（
一
）」（『
読
売
新
聞
』
一
八
四
九
〇
号
、
一
九
二
八
年
八
月
二
一
日
）。
(6
)『
早
稲
田
文
学
』
第
一
次
第
一
号
（
東
京
専
門
学
校
、
一
八
九
一
年
一
〇
月
）
所
収
の
「
時
事
評
論
」
で
「
時
文
に
多
少
因
縁
深
き
も
の
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
池
清
以
外
に
も
、
貸
本
屋
と
し
て
は
共
益
館
、
大
川
屋
、
本
鉄
、
加
藤
、
よ
し
の
や
、
長
門
屋
、
丸
惣
、
本
惣
、
桜
井
吉
兵
衛
、
い
ろ
は
や
、
伊
勢
新
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
(7
)国
文
学
研
究
資
料
館
に
「﹇
貸
本
所
誠
光
堂
池
田
屋
清
吉
広
告
﹈」（
）
と
し
ユ
9:95:1-2
て
同
一
の
摺
物
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
(8
)「
こ
れ
等
の
軍
記
、
実
録
類
は
徳
川
時
代
の
末
葉
、
所
謂
貸
本
屋
物
と
て
、
我
等
の
祖
先
に
愛
読
せ
ら
れ
し
も
の
に
し
て
、
悉
く
写
本
な
り
、
維
新
以
来
活
版
本
出
で
ゝ
よ
り
、
こ
れ
等
の
写
本
は
世
に
顧
み
ら
れ
ず
、
現
今
こ
れ
を
有
す
る
貸
本
屋
は
東
京
市
中
僅
に
二
軒
を
と
ゞ
む
る
の
み
、
し
か
も
日
々
紙
魚
を
こ
や
し
漸
次
湮
滅
に
帰
し
つ
ゝ
あ
り
、
こ
の
目
録
は
右
二
店
の
維
新
の
際
調
査
せ
し
貸
本
目
録
に
よ
り
後
日
の
参
考
に
も
と
て
写
し
置
け
る
を
、
こ
ゝ
に
附
録
と
せ
る
な
り
」（『
日
本
小
説
年
表
』）、
「
貧
弱
な
蔵
書
と
、
池
清
貸
本
店
か
ら
貸
借
し
た
読
本
や
人
情
本
を
基
礎
と
し
て
、
更
に
図
書
館
で
閲
覧
し
た
仮
名
草
子
や
浮
世
草
子
を
初
め
、『
好
色
本
目
録
』
や
『
青
本
年
表
』、
さ
て
は
『
合
巻
外
題
集
』
な
ど
の
書
目
を
写
し
て
、
そ
れ
を
分
類
の
上
年
代
順
に
排
列
し
た
の
が
、
即
ち
旧
版
『
日
本
小
説
年
表
』
の
稿
本
で
あ
る
」（『
新
修
日
本
小
説
年
表
』）
と
い
う
記
述
に
よ
る
。
【
附
記
】
架
蔵
資
料
の
紹
介
を
快
く
承
諾
し
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
圭
一
氏
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。
（
ま
つ
な
が
り
ゅ
う
せ
い
本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
）
－ 34 －
－ 35 －
【
蔵
書
印
】(墨
印
、
㎝
×
㎝
)
2.0
1.2
(墨
印
、
㎝
×
㎝
)
3.1
1.8
(墨
印
、
㎝
×
㎝
)
3.6
2.7
(
㎝
×
㎝
)
3.1
1.9
【
蔵
書
票
】 (朱
印
、
㎝
×
㎝
)
1.8
1.8
(朱
印
、
㎝
×
㎝
)
0.8
0.8
